
寡　占　価　格　論

一反応係数について一

前　　野　　冨士生

は　じ　め　に

　寡占市場における企業の行動で最も重要なものの1つに企業の価格決定の問題がある．この問題

に関してクールノー以来多くの人々によってその解を見いだす試みがなされてきたがω，いまだ寡

占価格の一般解といったものが見いだされていないというのが現状である。その理由は，自からの

行動が他企業の行動に与える影響とその逆の影響を予測することが困難なことにある．

　寡占市場の特徴は，周知のように企業間の相互依存性にあるので，ある企業の価格変更は必ず他

企業の反応を呼びおこすわけであるが，この反応が予測できないと自己の販売曲線（需要曲線）を

予測できない．このことは，競争企業が1社の複占から，競争企業が2社の鼎占，さらに企業数が

増加するにつれて推測と相互依存に伴う不確実性が増加する．ここに寡占理論の定式化の困難さが

存在する．

　以下ではこの問題に少しでも接近するためいくつかの試みを行うものである。一般にこの問題を

モデル化する場合，複占のケースのみを扱っている場合が多いが，企業数が増加した一般的（企業

数n）な場合にも，この複占モデルと同様な定式化がいえるかどうかを試みる｛2〕．

　寡占価格の決定問題は従来，限界原理，フル・コスト原理，ゲームの理論等によって試みられて

いるが，本稿では限界原理のみを扱うことにする．

［1コ　チェンバリン仮説（3〕

　まずチェンバリンに従って製品異質的複占理論の数学的定式化を行う1・ここでの各企業は利潤極

大化を行うものとする．したがってある企業の価格変更に対する他の企業の反応について特定の仮

定を導入して，自己の販売関数の予測が可能となる．

11〕〔2〕，〔4〕の1章，2章，〔6〕，〔8〕の4章，〔11〕の2章〔12〕の2章．

12〕以下でチェンバリン，フェルナー，ホイスの想定にもとづいた価格決定の定式化を行う．この定式化は主

　に，〔7〕pp・ユ4卜183，〔9〕1～3章，〔ユ0〕4～5章を参考にした．

｛3〕　〔1〕　p■127－132．
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11〕複占のケース

複占者1と2の販売関数はそれぞれ次のようである．

　　σ1＝F1（カユ，ク2）＝αユ1力1＋α12力2＋αユ

　　42日F2⑦ユ，力2）巳σ21力1＋α22カ2＋α2

　　費用関数はそれぞれ

　　61＝01（σユ）＝刎ユロ1＋51

　　62二C2（σ2）＝刎2σ2＋あ2

ただし

　　σ“，αり，物，舳2，ろユ，ろ2，は定数

　　舳＜O，州＞0　刎。＞0，物＞O，みユ≧0，ろ。≧0

　σF複占者クの販売量

　力F複占者タの価格’　づ，ト1，2

　　各企業の利潤関数は

　　π1日加Fユ（加，力2）イ1（ロユ）

　　π2＝力2F2（力1，力2）イ2（σ2）

　利潤極大条件は

訟一…力・（ア・1・・1猪）一（努篇1・劣毅款）一・

貌一咄（・…峨）一（努毅・宏霧1畿）一・

ここでチーンー1ンは反応係数款一・とするω。

これを考慮して上式を整理すれば，（1－7），（1－8）はそれぞれ

　　ハ十カユ（Fu＋F12）＝6ユ1σ1ユ十0uσ12

　　F2＋力2（F22＋F21）＝022σ22＋022σ21

ただし以下で使用するのも含めて言己号を定義すると次のようである．

　　　　　6ハ　　　　　a2ハ　　　　　　a2ハ　　　　　∂0’
　　～＝砺　ハ〃＝砺　　ハり＝・カ、・カ、　咋砺

σり一；多1一～　～・・　～・・（・）

したがって均衡価格かは（1－9）（1－10）よりそれぞれ，

（1－1）

（1－2）

（1－3）

（1－4）

（1－5）

（1－6）

（1－7）

（1－8）

（1－9）

（1－10）

14〕クールノーは反応係数セロとする。ただしクルノー一は独立変数を生産量としているので反応係数もしたが
　って勿・三〇である

　　　吻j
15〕ハ’＜0：自己の価格の増加は自己の販売量を減少させることをいみする．

　　ハj＞01寡占市場においても競争が存在する故，’異質的生産物であれ，同質的生産物であれ，他企業の価

　　　　　格の増加は自己の販売量を増加させる．
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炸イ1肯紫ハ2）・・ （1－11）

ハ1＋Fり＜0

力1一一夙十叢箭ハユ）・・
（1－12）

　ここで

　　　11㍑十Σ1ア’ゴ＜＝0

　　　　　ハ’

　この不等式の意味は，すべての他企業の価格の上昇による自己の需要の増加より，自己の価格の

上昇による自己の需要の減少が大きいことをしめす．したがって，均衡価格が，力；は正値性が

保証され孔以後，この仮定は〔1〕～〔5〕まで成立するとする．

12〕鼎占（企業数3）のケース。

　販売関数は

　　σユ＝α1工カユ十α12カ2＋α1島力3＋σ1宮F1⑫1，カ2，力3）

　　σ2＝α2ユカ1＋α22力2＋α23カ3＋α2＝F2（加，カ2，力3）

　　伽功昌1か十α32力2＋α3ヨク3＋α3呈F；⑫1，加，力3）

　費用関数は

　　01＝刎1σi＋ろ1

　　02＝吻σ2＋52

　　○ヨ＝物伽十み3

　利潤関数は

　　π1三力1F1⑦ユ，伽，カ3）一σ1（σユ）

　　π2＝力2F2⑦1，力。，力3）一0。（σ2）

　　π畠＝力。F3（加，力2，力茗）一0ヨ（σ3）

　利潤極大条件は

・1・カ1（・1…1・鉄…畿）一（・…1・・1・・峨・・1i・峨）一・

舳・（峨・凡・・鴫）一（…凡・・…峨・…鴫）一・

舳1（・峨・・峨十…）一（・1・…十…峨…＾携）一・

（1－13）

（1－14）

（1－15）

（1－16）

（1－17）

（1－18）

（1－19）

（1－20）

（1－21）

（1－22）

（1－23）

（1－24）

　　　　一F。十011（F。ユ十Fユ2＋夙茗）
　　力1ヨ　Fユ、。F、、。Fユ、　＞0　　Fl・十F1・十F1l＜0

力；力ち　も同様にして正値性が保証される．

（1－22），（1－23），（1－24）は線型の販売関数，費用関数を考慮すると，
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　（2αユ1＋α12＋αi富）カェ十αユ2力2＋αエ3力3巳（αn＋αエ2＋αユ3）刎rσ1

　α2ユカ1＋（σ21＋2α22＋α23）力2＋α23力3＝（α21＋α22＋α2ヨ）刎rσ2

　α31カ1＋αヨ2加十（αヨ1＋α32＋2α33）力茗＝（σ31＋αヨ2＋αヨ3）刎3’α3

より，力、，力2，力。について解くと

　　　　　　　（αu＋α工2＋αユ3）刎rα1　　　α12　　　　　α13

　　　　　　　（α21＋α22＋α23）舳rα2　　02ユ十2α22＋α2ヨ　　o23

　　　　　1（α・1＋α・・十σ・1）物一σ・　　σ・・　　α・・十α1・十2α1・

　力f＝　　一　　　　　　　　　　　一一一一一　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

　　　　　　　2αu＋o12＋αユ3　　　（o工1＋αユ2＋α工3）伽rα1　　α13

　　　　　1σ・・　　　　（α別十α・・十σ・・）舳rα・　　α・1

　　　　　≡　　α31　　　　　　　　　（03エ十αヨ2＋α33）刎3一αヨ　　σ釦十α茗2＋2σ23

カ；巴

（1－25）

（1－26）

（1－27）

2αユ1≒トα12＋αユ畠

　α21

　α3I

　　　　　△

　　　α王2

σ21＋2α22＋σ23

　　　α32

（0ユ王十α12＋91ヨ）刎rαユ

（α21＋α2。十0．3）舳rα2

（α茗1＋σ茗2＋σ3ヨ）刎3一σ3

カξ＝

△

ただし

△＝

2αユ1→←α12＋σ13

　α21

　α31

　α王2

02ユ→一2σ22＋α2ヨ

　αヨ2

α工3

α23

α31＋α32＋2σ33

である。

㈹　企業数n

　販売関数は

　　　口王＝αユ1カエ十…　　十01蜆加十σユ

　　　σ2＝α21カ1＋…　十02蜆加十α2

　　　伽芒0刎力i＋…　十α”加十σ“

　費用関数は

　　　6F0、（σユ）＝舳1σ1＋ろ1

　　　C2三C2（σ2）＝刎2q。十62

　　　○蜆＝o蜆（σ“）＝〃；蜆σ”十あ蜆

（1－28）

（ユー29）
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利潤関数は

　κ1＝力王F1（カユ，カ2，・

　π2＝力2F2（カ1，カ2．・

　π蜆＝力蜆凡（カエ，力2．

利潤の極大条件は

・・，加）一01（σ1）

・・，加）一62（σ2）

…　，加）一〇加（伽）

（1－30）

…力・（・l1・・1・畿・…1蜆猪）一（・1・伽・舳省・・…舳峨）一・

岬・（乃・・鴫・…・崎）一（脇切舟……蜆嶋）一・（1一・1）

岬（凡蜆・唯・…・～4討）一（・州一・舳殺・・・…一1州愉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒O

　　　　　－F1＋・11（Fユ。十…十F。蜆）　　　　、．　．．甜．
　　　力f＝　　　　　　　　＞0　　　　FH＋Σり＜0　　　　　　　F11＋Fi2＋…　十F1刑　　　　　　　　’　　　　ゴー2

　　　篶　力3『…　，力；も同様に正値性が保証される．

　線型関数（1－28），（1－29）を考慮すれば，（1－31）より一般に〃は次のように示される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛・・・・…
　　　　　　　2α、1＋α。2＋…十α工皿…　（α、。十α。。十…十α1蜆）5工一α1…　α1冊

　　　　　　　　α。1　…　　　（021＋α。。十…十α。蜆）6rα2…　α2冊

　　　　　　　　の1　　…　　　　　（の1＋α三2＋…十α2冊）わ三一α三…　α〃

　　　　　　　　α蜆1’　（σ蜆。十α”。十…十α刊冊）ゐ蜆一α、…α、。十…十2α蜆加

　　　力言二一…一一　　一一一一一一一r一一一一一一一一一一　　一

　　　　　　12α11＋o1・十．十σ・1・α1・・　’’．　α1l

　　　　　　　　㍗　α21＋2α22＋㌻3＋1“α2㌃．∵．㍗
　　　　　　r　　　α蜆工　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α蜆1＋…　一ト2α蜆冊

　　　［2］　屈折需要曲線

　屈折需要曲線では，ある企業ゴが価格を下げると他の企業｛も追随し，価格を上げた場合は他企業

は追随しないとい1仮定をおいて／・る・したが一て伽・・の時は反応係数鉛一1であ／，伽・

　　　　　　　φ1
0の時反応係数砺＝0となる．したがって価格を下げる時は，上で定式化したチェンバリンのヶ

一スに相当する・脇上げる場合は器一1であるから・例へば・企業数・の場合，（刷は

F1＋力1亙11－onFユ1＝0

ハ2＋加F22－622ハ22三0 （1－31）1
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　　　F蜆十加F舳一〇舳F舳＝0

　で示される㈹．

　したがって価格を上げた場合は，企業数が椛になっても他企業の反応は考慮する必要のない，

自からの利潤極大のみを考慮した均衡価格となる．

［3コ非対称複占解（プライス・リーダシップI）

　この理論はシュタッケルベルクによって考察されたω．彼は複占者の一方を先導者とし，他方を

追随者とすることで，反応係数にかかわる困難な問題を取り除くことを試みた．

　複占者1と2の販売関数，費用関数はそれぞれ（1－1），（1－2），と（1－3），（1－4）であり，した

がって各複占者の利潤極大化条件は，（1－7），（1－8）である．

　非対称とは一方の企業が独立の地位にあり，他方が従属の地位にある場合に市場に均衡が成立す

ることである．ここでは企業1が独立で，企業2が従属の地位にあるとする．このことは従属の立

場にある企業・の行動によ一て企業111影響されないことであるから塞1一・・

　このとき，企業2の反応関数は，（1－8）より

　　　ハ。十力。F。。一〇。。F。。巴O　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）

　企業1はこの（3－1）を所与とみなし，企業2はこの方程式にもとづいて行動すると予測する．

次に自から（企業1）の価格を変化させた場合の企業2の反応係数を求めねばならないが，そのた

めには（3－1）をAで微分すればよい．

躯・力・（ハ・峨・篶・1）・硝多1・ハr／1・猪；多；籏十多券毅）

　　　　　　　　　・…（瞭鉄・諸）／一・　　　　（・一・）

これより反応係数を求めると，

雛・・舳…凡rl・・・…1・r…1…）一一帆・一舳。舳。。・・。。1。。。

より

　　幽＿　力。F。。1＋F。。一F。。6。。。F．r6。。F。。1

　　伽一F。。十力。F。。。十F．r亙。。0。。。ア。r0。。F。。。

他方，複占者1の極大条件は

　　F1＋力、Fユ、一。、、F、、十（カユF、、＿。、、Fユ、）幽一0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ1

これに反応係数を代入すると

（1－7）

16〕ホイスの双方価格従属の場合に相当する．〔9〕pp．58～62〔10〕pp．80～83各企業の均衡価格は正値が

　保障される．

17〕〔7〕2～4章，数学付録．
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　　　F・十力・F・・一・1・ダrカ・戸・・糾6・・F1・R＝0　　　　　　　　　（3－3）

　　　ただし。一帆・・巧r凡・・・・…r…乃・・

　　　　　　　　　ハ22＋力2夙22＋ハ2r夙26222巧r022鳥22

　　（3－3）より（均衡価格グで示す）

　　　邊　一珂十6u（夙1一夙2児）
　　　力・＝　戸、ユーF、、R　＞0　　．．F・rハ・亙＜0　　　（3－4）

　企業2は自己の反応関数（3－1）に（3－4）を代入することでp。を決める．実際は（3－3），

（3－1）の連立方程式を解くことで，非対称複占解を求めることができる．すなわち

　　　Fユ十カユF1ronFi。一（力・F。。一〇ユ1F1。）R三0　　　　　　　　　　（3－3）

　　　ア。十力2F。。一〇2．F。。巳0　　　　　　　　　　　　　　　　（3－1）

　を解くことで，パと力；は同様に決定される．

　関数の線型性を考慮すれば（3－3），（3－1）は

　　　　蜘二11柵2；二7］ほ1］＝［舳∵1ご■吻「（ト・）

　である．

　シュタケルベルクはこの非対称的複占論をプライス・リーダーシッブの定式化であると解釈する

がこれは複占の場合にのみ，独立の地位にいる企業がリーダーとなり，従属の地位にいる企業がフ

ォロアーとなる．しかしながら企業数が3以上になる一般的な場合にまではこの理論は定式化でき

ない㈹〕．

　この理論の特徴は，反応係数に特定の想定をおかなくても，複占の場合にのみ一方を独立，他方

を従属の地位であると想定することによって，利潤関数から直接反応関数が導出できる点である．

したがって，この場合にもクールノーと同様，複占者が反応関数を知っているが従属の地位が有利

であるか独立の地位が有利であるかを利潤関数から判断して，有利な地位に自ずからを置こうとす

ることになる．

［4コ　固定価格別（プライス・リーダーシップ1）

　リーダーとフォロアーの価格についてはホイスにしたがって特定の仮定を導入する㈹．

　われわれはこの仮定の導入に際して，リーダーの設定する価格に関して，フォロアー間の反応が

それぞれ異なる場合を想定する．これまでと同様，企業数が2のケースから煩に企業数〃十1のケ

ースまでを扱う．

ω　企業数2（リーダー以外の企業数ユ）

18〕血，φ4　といった反応係数の扱いが困難となる　（o＝1，2　，〃）

　　ψi助i
　　プライス・リーダシップの理論を企業数が〃までに拡張するのは後で展開するようにホイスの固定価格

　　制の方が望ましい．

19〕〔9〕2章〔10〕5章．
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　リーダーの価格力。，フォロアーの価格Aとする。

力。＝乃ユカ、　　　　　　　　血＝⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　助O　カ1

リーダーの販売関数は

　qO巳EO（力Oφユ）＝αOO力O＋α01クユ十αO

リーダーの費用関数は

　oo＝oo（σo）＝〃oσo＋あo

リーダーの利潤関数は

　πOE力O万O（カO，カ1）一00（σ。）

利潤極大条件は

猪ヰ小款…）一（劣1毅十劣；款訟）一・

（4－1）（一〇〕

（4－2）（11〕

（4－3）

（4’一4）

（4－5）

（4－1）より（4－5）は

W・（吋・凡・）一（帆…夙1去）一・

リーダーの均衡価格硝（均衡価格グで示す）

力号、十洲・・叫。。
　　　　　　凡什脊　　乃1夙。・夙、・・

フォロアーの均衝価格

力1一がメ十鳩斗峠

（4－6）

（4－7）

（4－8）

リーダーの均衡価格についての式を書きなおすと

ゐ・ハ。十力。（F。ユ十乃ユF。。）一〇。。ハ。。乃。一〇。。ハ。FO

フォロアーの均衝価格にっいては

力1（舳州舟沽一・・凡1＋一・

これより関数の線型性を考慮して

　リーダーは

　　（ゐ1α。。十α・1＋乃ユα。o）力。十仏σ。1力1＝刎o仏α。。十刎。α。ユー乃。o。　　　　　　（4－9）

　フォロアーは

　　ゐ・α・・伽十（〃至伽十〇。ユ払十柘o。ユ）力。＝刎。乃。α。。十刎。σ。ユー乃1α。　　　　　（4－10）

　　　　　　∫”　　　伽α。ユ

　　カ芋一　∫”　伽・十肋吻　　　　　　　　　（4－11）
　　　　　　　　　　　　△

ω　各記号の添え字は便宜上多少変更する．

ω　リーダーが均衡価格を決定する以前は，フォロアーも自己の販売関数と費用関数はそれぞれもっていると

　する．

寡占価格論--反応係数について--
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カ子二

2ooo免1＋αo工

　αOO庖1

∫”

∫亙

　　　　　　　　　　　　　　　△

　ただし

　　∫』刎O伽αOO＋刎Oα01一危1αO

　　　　　　　　　　　　12危。αoo＋σo。　　乃1o．1
　　　　　　　　△H＝　「

　　　　　　　　　　　　1αoo危ユ　　　　姑αoo＋肋1α01

12〕企業数3（リーダー以外2）

　　力O巴危1力1　　力O＝危。力。

　　　　　φ1　1　　ψ2　1
　　　　　ψo一払　　　　　ゴカouん2

　リーダーの販売関数は

　　σO＝FO（力O，カユ，力2，）＝000力O＋αOj九十α02力2＋αO

　費用関数は

　　00＝σO（σO）＝舳OσO＋わO

　利潤極大条件は

話；一夙・小・鴫・鴫）一（劣1毅嶋器誰

　　　　　　　　・劣；款猪）一・

反応係数を考慮して，

夙・小・夙・ナ・＾・一’）一（…1・…伽十…峠）一・

したがってリーダーの均衡価格は

力1一■乃・舳去£船続蛾チ着｝｛・・

Foo〃畠十F01乃2＋F02乃1＜O

　　　l　　　　　1
カ・r、加カド万力・より

　　　　　　　　一乃・舳舳州伽1舟・舳・

　　　　　力1＝　F。。舳。十ハ。1乃。十ハ。。伽

　　　　　　　　　一W1舳舳・士・・砕
　　　　　　力r　　F。。〃。十ア。1ゐ。十～。。

線型関数を考慮して，（4－／7）は

　（2ゐ1柘αoo＋ゐ2αo1＋伽αo。）力o＋危1危2α01力1＋仏免2αo。カ2＝乃1柘刎oσoo

　　　　　　　　　　　　　　　　　＋乃2刎Oα01＋伽刎Oα02一カ1〃2αO

（4一ユ2）

（4－13）

（4一ユ4）

（4－15）

（4－16）

（4－17）

（4－18）

（4－19）

（4－20）

（4－21）

寡占価格論--反応係数について--
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　　　　　（4一ユ9）は

〃1ん2oooカo＋（姑ん2αoo＋2乃1危。o01＋昭α02）力1＋伽ゐ2α02力。＝加1ゐ〃oo。。

　　　　　　　　　　　　　　　　十拓刎oαo1＋机刎。oorゐユみ2α。

　　　　　（4－20）は

ゐ工乃。σoo力o＋仏ゐ。α㎝力i＋（伽楊αo。十ゐ萎α。1＋2み1庖。α02）力。＝乃1ゐ2肋oσoo

　　　　　　　　　　　　　　　　＋ゐ2刎OαOユ十鬼1榊OαOrゐ1ん2αO

　　　　　∫π　　　　伽ゐ2σO工　　　　　　危工伽00。

　　　　　∫π　　　舛ゐ。α。o＋2乃1ゐ。αo工十舛α02　　乃1み2α02

　　　　　∫H　　　　免。乃。σo1　　　　乃ユ鳩αoo＋招αo、十肋1乃。α。。

堵＿

（4－22）

（4－23）

△

碑＿

2伽拓αoo＋ゐ2oo1＋乃1σ02

　免ユん2αoo

　伽カ2σoo

ノ固

∫π

ノ”

　　　　乃1ゐ2σ02

　　　　免ユ〃200＝

仏鳩αoo＋ゐ婁α01＋肋1〃2α02

力多‘＿

ただし

2危ユ拓σoo＋乃2αo一十机α02

　　　　仏乃2αoo

　　　　伽乃2σoo

　△

伽乃2αOユ

舛乃2o．o＋2伽乃。αo工十舛α。2

乃1ゐ2α01

∫H

∫且

∫”

△

　　　　　　　　∫”＝伽々。吻αO。十み。伽OαO1＋ゐ〃OαO。一危1免2α0

　　　　　　　　　　2伽ゐ2σoo＋oo一ゐ2＋乃1o．2　乃ユ乃2ooユ

　　　　　　△＝　乃1ん。αoo　　　　　招乃。α。。十2乃。乃。α。ユ十姑α。。

　　　　　　　　　　　庇、危、σ。。　　．　舳…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊二仏ゐ姜σoo＋ゐ細01＋2伽柘α02

131企業数π十1（リーダー以外η）

　　力O＝乃ユカユ，　力O＝乃2力2．・H，力O＝ゐ皿久

　　　∂力1＿　1　　∂力2＿　1　　　　∂力蜆＿　1

　　　助O机’ψO柘，　1ψO　机

　リーダーの販売関数は

　　σO＝000力0＋αO1カユ十…　十αO。加十00

　利潤関数は

　　πO＝力OハO（力O，力。，…　，力蜆）一00（σO）

　利潤極大条件は

伽ゐ2002

乃1乃2002

　＊

（4－24）

（4－25）

（4－26）
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籏一舳（戸・・鴫・・鴫）一（努款・塞；款誰）

　　　　・…・塩款窟）一・
（4－27）

（4－24）を考慮して（4－27）は

舳（凡・州呈ユ・……蜆÷H・・＾・刊。・・1呈、・ ・…～÷）一。

（4－28）

整理すると

　ゐ。ゐ。…加夙十カ。（危。冶。…んハO。十拓ん茗…んハ。工十乃。仏乃。…ん月O。十…十乃工乃。…乃。L1

　　　1「o冊）一（ん1免2…　乃”6ooFoo＋乃2カ3…　ゐ”6oo1「01＋…　十乃1乃2　・乃”＿looo1「o”）巳0（4－29）

したがって，

力芋一．舳・’M＋o・（伽”・二’M・十地・乃・’．．M1＋．’．十舳・I’仙～＞。

　　　　　　　危1カ2危〃OO＋乃2仏加F01＋＋κ1危2ん一1～

　　　　　　　（’．．庖1乃2…加Foo＋乃。〃畠…んF01＋…十伽危。…乃蜆一1Fo。＜0）

力。，ク。，…，加も同様にして導出可能で，しかも正値性は保証される。

線型性を考慮すると

タ

猪冨1

∫H　　・

∫H

∫”　　・

〃αo皿十・・

　　・・’・…1・

・十2肋ω十…

　　　　　　　　　　・　　肋。。

十かoo。…　　　　　　　　免αo蜆

・　加ooo＋…十乃〃o。一1＋肋αo。

△

6

房巳1

2んooo＋加α01＋…

肋o拙　・　　・

加oo　　・

十んαO。・

　・・｛・…

　∫”

　∫”

・ノ”　・…　　ん000＋…

　　　肋O蜆

二仰
十乃・伽一1＋肋伽1

△

ただし

∫しゐ刎OσOO＋乃1刎Oα01＋…十ん刎000ザ乃αO

ん二乃1〃2…机．

か二仏乃2・・伽…ゐ蜆．（伽の欠けた積）

加二ゐ1肋2…乃書…ゐ冊。
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・タ…

　　　　2ゐσoo＋かαo工十…十机αo。　　・　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　．’

△＝；　肋oo　　　・　・　・　…　　　かαoo＋

　　　　んαOO　　　　・　・

　　　・　・　・　…　　　　　肋蜆o

　　　　　　　．　　　　　　1
・十2乃～十…十加伽・…　乃伽　1

　・　　机αoo＋…十11冊αo蜆一1＋2加αo冊r

　以上のように固定概格制の下で，反応係数が異なる場合は，企業数が増加するにつれて，企業の

置かれている環境もさまざまであり，したがって複雑な定式化となる．

　このモデルで特徴的なことは，リーダーの販売関数と費用関数のみが確定すれば，フォロアーの

販売関数と費用関数は必要とされない．このことはプライス・リーダーシップ制におけるリーダー

とフォロアーρ価格決定の性格によるものである．フォロアーの販売関数や費用関数が無視されて

いることの経済的解釈は，それぞれの関数がリーダーと同じであるかあるいは異なっておるとして

も，リーダーの価格確定後，一定の反応でもって追随した価格となることであり，そこから得る利

潤あるいは利潤率は，その産業にとどまっているに必要な利潤ないしは利潤率であると解釈できよ

う．この利潤は必ずしも極大利潤ではない．

　さらに販売関数と費用関数から理解できるように，企業数が増加するにつれて，リーダーのきめ

る利溜極大価格は複雑になる．これは企業数が増加すると，それだけリーダーの価格変化に対して

すべてのフォロアーの反応を考慮に入れねばならないことによるものである．

［5コ結合利潤

最後にフェルナーの結合利潤極大化の理論の定式化を試みるu2〕．

11〕企業数2

販売関数と費用関数はそれぞれ〔／〕の（1－1），（1－2）および，（1－3），（1－4）である．

　結合利潤は次式で示される．

　　π＝π1（カエ，力2）十π。⑦ユ，カ2）

　　　　　　＝力1夙⑦。，力。）一・ユ（σ。）十力。亙。（＾，力。）一〇。（σ。）（13）　　　　　　（5一ユ）

　（5－1）の極大化の条件は

　　aπ
　　砺＝夙十～1＋～r・・ア1r…瓦F0　　　　　　　（ト2）

aπ

砺箒糾Fl・力1＋見・力r・1lF・・一…F炉0 （5－3）

ω〔3〕4～7章。

㈹　合併して1つの企業となり，これまでの各企業は各工場のようなものと考えられる。したがって各工場の

　価格変化は他工場の制晶価格に影響を与えないようなモデルであると解釈できる。

寡占価格論--反応係数について--
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したがって，次の式をカユ，力。，について解くことで．均衡価格グが得られる．

llll二1「「1ゴ：llllll：ll二11111
（5－4）

12〕企業数3

販売関数及び費用関数は〔1〕の（1－13）～（1－15）および（！－16）～（1－18）である．

　利潤関数は

　　π一π1（力1，ψ2，力3）一トπ2（力1，力2，力3）十π3（カユ，力2，力3）

　　＝ク王F1（九，カ。，カ。）一01（41）十力。F。（カ王，ク。，力葛）一0。（σ。）十カ・ア・（カユ，伽，カヨ）一0・（σ・）

　利潤極大条件は

　　　6π　　一＝力。Fユ1＋力。F．1＋力。F．1＋F1一（onFユ1＋o。。F．1＋o。。F．1）＝0
　　助ユ’

　　　aπ　　砺＝力1夙・十泌・十泌・十ポ（6i1夙・十〇・・篶・十〇・・＾・）＝0

　　　aπ　　砺一カ1F1・・加F・・十力1F・・十Fr（611F1・十6・・F・・十〇・・F・・）＝O

したがって次の式を力、，力。，カヨ，について解けばよい

lll1川1111三111三111三！

線型性を考慮すると，均衡価格は

　　　　　∬　σ、、十α、、　α、、・σ、。1

　　　　　乃　　2・朋　　α・・十α・・1

　　　　　∫ぎ　　α。。十α昌。　2α1・　1
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　力｛三

（5－5）

（5－6）

（5－7）

（5■一8）．

（5－9）

力多芒

　　　　　　　　△

2αu　　　∫f

αユ。十α。1　乃

α13＋α31　　　∫ぎ

αヨエ十αiヨ

α1・十0㍉

2033

拷＝

ただし

2αn

α工2＋α21

α工3＋α31

　△

α21＋σ工2

2α22

α23＋σ32

∫f

∫多

∫ぎ

△
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　　　　　　∫｛帥1αn＋刎。σ。工十舳茗α。1一σ1

　　　　　　∫多＝刎ユσ。。十物α。。十物α。rσ。

　　　　　　∫ぎ＝刎1σ13＋物σ23＋閉3σ3a一σ3

　　　　　　　2αu　　　　　　σ2一→トαユ2　　　α31→一α13

　　　△三　　α12＋o21　2α22　032＋α2ヨ

　　　　　　　α1雪十αヨi　　α2ヨ≒トo32　　　　　　2α茗3

13〕企業数皿

n個の企業が合併する場合，利潤式は

　　π＝π1⑦工，カ。…，加）十π。（カユカ。，…，加）十…十π。（＾，カ。…，加）

　利潤の極大条件は

　　♂π
　　ψ工三カ1Fl・十力・F・・十・十カ＾・F1一（・1・夙・十…F刎・・・…舳F刎）一〇

　　∂π
　　ψ、三力1Fl・十肌・十’十加F・・十F・一（・・ガ・・十…F・・十…十…Fl・）三0

　　∂π
　　助珊＝”・十力・F・・十．十”舳十F1一（・1＾十…F〃十一．．十・・1F1l）一0

　したがって次の式を力。，力2，…，加について解けばよい。

　関数の線型性を考慮すれば，

　　　　　2σ11…　　　吻o11＋物o21＋…十刎。伽1一σi・・…　α刎十α1蜆

　　　　　α12＋021…　　吻α12＋物σ22＋…十仙0蜆2一口2・・…　0蜆2＋02冊

　　　　　α1”→一α，11…　　　　　　　〃2101蜆一ト〃o202”≒ト…　一ト〃，“0““一σ蜆　　・　・　・　…　　　　　2α蜆蜆

　　力ぎ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

（5－10）

（5－11）

（5－12）

△＝

ただし

　2011

　α12＋021

　0〃十α刎

α21＋σ12・　　…

2α22

α2“十0”2・　　・　　…

’α・1＋01蜆一

・σ蜆2＋α〃

・　2α蜆蜆
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あ　と　が　き

　寡占市場で，各企業がどのように価格を決定するかは，寡占市場を論ずる場合欠くことのできな

い問題である．周知めように完全競争市場では，ワルラスの一般均衡理論が成立するし，他方の極

である独占市場では，1企業の行動はその産業の行動と同じである故，自己の利潤極大を目標とし

て自由に価格を設定できる．したがって両市場とも完全なモデルが確立される．これに対して寡占

企業の行動の一般的な理論というものがないのは，各企業の反応がまちまちで確定できないところ

にあるとされる．すなわち・器が不確定であるが故に・個別企業の需要曲線11離ででない．需

要曲線が決まらないと各企業の限界収入曲線が決定できない．

　われわれは特定の仮定を置くことで個別需要曲線を確定し寡占価格論を展開することを試みた．

ここに取り上げたいくつかのモデルは，その反応係数を特定化したものである．しかも線型の販売

関数及び費用関数で均衡価格を導出したものである。こうすることで多少なりとも寡占企業の価格

設定を行う場合に不確定要素が除去されたのではないかと考えられる．

　まずチェンバリンの仮説は〔2〕の屈折需要曲線との関運で，寡占企業の反応を論ずる際に比較的

よく紹介される理論である．プライス・リーダーシップの理論については〔4〕でホイスの固定価格

理論の想定を導入したが，シュタッケルベルグで定式化した〔3〕の非対称的複占論（われわれでは

プライス・リーダーシップ1）の場合に比べて企業数が増加した一般的な場合にも定式化できるこ

とである．’

　結合利潤極大化の理論は，なるほど反応係数の困難性はないが，本来の寡占企業間の相互依存性

の問題を解決してないように思われる．この狸論は寡占が高度化して企業間の競争がお互いに有利

ではないという恐れがある場合，協調して行動する場合の定式化であり，このようにして得た利潤

を分配する場合，各企業の納得のできる分配方法を見い出すのに問題が残されよう．
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